
8月8日に開会された北京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ、日本選手の活躍に一喜一憂している毎日です。中でも日本の金ﾒﾀﾞﾙ

獲得第1号になった男子柔道の内柴選手の活躍には日本中が歓喜したことと思います。試合後、観客席

にいる子供の名前を叫んでいるｼｰﾝはとても印象的でしたが、その後のｲﾝﾀﾋﾞｭｰで「五輪は4年間の物語

の一番強い人が勝たなければならない試合。僕がかたないといけない、と思っていました。」と、きっと4年

の間には想像も出来ないほどの苦悩や挫折があったことでしょう。平々凡々と過ごしている私ですが、少し

は内柴選手を見習い、頑張っていこうと思います。さて今回はﾘﾊﾞｲﾊﾞﾙｼﾘｰｽﾞと銘打って、過去に何度か

ご紹介したものをﾘﾒｰｸしてお話したいと思います。

VOL.94　ﾘﾊﾞｲﾊﾞﾙｼﾘｰｽﾞ第１回　ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝの話
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝは動力を変速し伝達する装置で、殆どのﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝでは

湿式多板ｸﾗｯﾁを利用し、電子制御で変速を行なうﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝが採用

されています。

構造

右の写真はﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝを分解した写真です。また右下の図は

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ内部の構造を表した図です。

多くのﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝで採用されているﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ内部には

4本のｼｬﾌﾄが組み込まれており、図の一番下に書かれている

ｱｳﾄﾌﾟｯﾄｼｬﾌﾄを除く3本のｼｬﾌﾄには、1本に付き2個の湿式多板ｸﾗｯﾁ

が内蔵されているｸﾗｯﾁﾊﾟｯｸを有し、ﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｰに取付けてある

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの圧力でｸﾗｯﾁﾊﾟｯｸ内部のﾋﾟｽﾄﾝを作動させ、湿式多板

ｸﾗｯﾁのON/OFFを行い、各ｸﾗｯﾁﾊﾟｯｸの組合せにより、前後進の

切換、変速、低高速の切換を行なっています。

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝが壊れるﾒｶﾆｽﾞﾑ

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝが壊れ、走行不能に陥る多くの原因は湿式多板

ｸﾗｯﾁが摩耗することです。右下の写真は、摩耗した

ｸﾗｯﾁﾌﾟﾚｰﾄです。ｸﾗｯﾁﾌﾟﾚｰﾄの摩耗する原因の多くは、

ﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｰに取付けてある油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの圧力低下が

起因しており、通常15～20kg/cm2で作動していますが、

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝｵｲﾙ (ﾄﾙｺﾝｵｲﾙ) の劣化で圧力が低下し、

低下したことでｸﾗｯﾁﾌﾟﾚｰﾄを押し付ける力が弱くなり

ｸﾗｯﾁﾌﾟﾚｰﾄが滑る。滑ることで摩耗粉が発生しｵｲﾙが

劣化する、更に圧力が低下する。この繰り返しで、

やがては走行不能に陥ります。

防止方法

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝｵｲﾙ (ﾄﾙｺﾝｵｲﾙ)、ｴﾚﾒﾝﾄの定期交換が一番の

方法です。お客様の中には車検時に交換を行えばいいと

思われがちですが、使用条件や走行距離などを考慮し

1年に一度交換されることをお勧めします。またﾄﾙｺﾝ油圧計、

ﾄﾙｺﾝ油圧の警告灯、ﾄﾙｺﾝ油温計などにも注意することが

必要です。更に走行時に滑るような感じがしたり、ｱｸｾﾙを

踏み込まないと車両がｽﾑｰｽﾞに発進しない場合など

ありましたら、国際ｻｰﾋﾞｽにご相談ください。

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝとﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｰは同じｵｲﾙで作動していますので、

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝが壊れるとﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｰも壊れる可能性があり、

( 逆の場合もあります。) ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝだけの故障でも高額

修理なのにﾄﾙｸｺﾝﾊﾞｰﾀｰまでとなると更に高額になります

ので、十分注意してください。

　　　ご不明な点、分からない事等ありましたら是非ご相談ください。
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